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水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

 夜間(17:00～9:00)水道修理工事当番表【3月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　138-2083

●平日の昼間は水道部へ
　お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日
　は市役所(131-2121)
　へお尋ねください。

●夜間の修理は右の業者
　が待機しています。

店　名 TEL 当番日

１、７、20、26

２、８、14、27

３、９、15、21

４、10、16、22、28

５、11、17、23、29

６、12、18、24、30

13、19、25、31

(有)大阪商会

西岡設備工業所

前忠工業(株)

(資)神明商会

中央水道工務所

原田商会

越智商会

32-6302

22-6900

31-8548

22-3565

22-3552

22-0706

22-3708

●
く
に
さ
だ
　
き
み
　
氏

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
星

詩
人
・
く
に
さ
だ
　
き
み

　
砕
花
の
旧
居
。
中
庭
に
「
ベ
ツ
レ
ヘ
ム

の
星
」
が
咲
く
と
聞
く
。
学
名
を
直
訳
す

れ
ば
「
鳥
の
乳
」
「
鳩
の
糞
」
と
も
呼
ば

れ
る
花
で
あ
る
。
関
西
学
院
で
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
文
学
を
講
義
し
、
学
生
か
ら
贈
ら
れ

た
花
だ
と
い
う
。
キ
リ
ス
ト
生
誕
を
知
っ

た
羊
飼
た
ち
が
夜
空
に
仰
い
だ
歓
び
の

星
・
英
名
「
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
星
」
を
、
砕

花
は
終
生
愛
し
慈
し
ん
で
い
る
。

　
実
は
、
富
田
砕
花
に
つ
い
て
、
私
は
い

つ
か
知
り
た
い
と
思
っ
て
き
た
こ
と
が
あ

る
。
戦
時
中
多
く
の
著
名
な
詩
人
が
大
政

翼
賛
の
詩
を
書
き
、
戦
後
そ
の
責
任
を
問

わ
れ
た
中
で
、
砕
花
は
そ
の
こ
と
に
無
縁

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
そ
う
し
た
経
過
に

つ
い
て
で
あ
る
。

ま
つ
じ
つ
し
ょ
う

　
富
田
砕
花
は
『
末
日
頌
』(

大
正
四
年)

か
ら
『
手
招
く
者
』(

大
正
十
五
年)

ま
で
、

幾
冊
も
の
詩
集
・
訳
詩
集
を
刊
行
し
、
大

正
時
代
の
民
衆
派
詩
人
と
し
て
確
固
た
る

業
績
を
残
し
た
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
続

く
『
ひ
こ
ば
え
の
う
た
』
と
の
間
に
は
実

に
四
十
四
年
も
の
長
い
空
白
の
∧
時
代
∨

う
づ
く
ま

が
蹲
っ
て
い
る
。

　
私
は
こ
こ
に
、
「
詩
に
生
き
る
」
富
田

砕
花
と
い
う
詩
人
の
、
偉
大
な
抵
抗
を
見

る
気
が
す
る
の
だ
。

　
『
富
田
砕
花
詩
集
』(

大
正
十
年)
に

「
自
分
」
と
い
う
詩
が
あ
る
。

　
「
反
抗
は
自
分
の
生
命
だ
、
／
反
抗
あ

る
が
故
に
自
分
が
あ
る
。
／
無
抵
抗
は
自

分
の
命
だ
、
／
無
抵
抗
な
る
が
故
に
自
分

が
あ
る
。
／(

中
略)

／
反
抗
と
無
抵
抗
―

／(

こ
れ
ら
は
矛
盾
で
は
な
い)

／
こ
れ
ら

は
自
分
の
生
命
だ
、
こ
れ
ら
の
故
に
自
分

が
あ
る
。」

　
思
う
に
富
田
砕
花
は
、
詩
人
と
し
て
学

者
と
し
て
、
何
よ
り
も
人
間
と
し
て
、
無

抵
抗
の
抵
抗
を
∧
沈
黙
∨
に
よ
り
貫
い
た

人
な
の
だ
。

　
「
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
星
」
を
、
庭
に
咲
か

せ
て
―
―
。

　
昭
和
七
年(

一
九
三
二
年)

岡
山
に
生

ま
れ
る
。
詩
人
。
本
名
、
中
田
喜
美
。

岡
山
大
学
教
育
学
部
修
了
。
十
八
年
間

中
学
校
教
員
。
退
職
後
、
総
社
市
議

(
四
期)
。
女
学
校
・
高
校
時
代
は
俳
句
。

大
学
に
入
り
現
代
詩
を
書
く
。

「
黄
薔
薇
」
「
裸
足
」
「
砦
」
「
や
く

す
」
「
器
」
「
道
標
」
等
を
経
、
現
在

個
人
誌
「
径
」
グ
ル
ー
プ
「
ミ
モ
ザ
」

所
属
。
「
詩
人
会
議
」
「
岡
山
詩
人
協

会
」
「
中
四
国
詩
人
会
」
「
日
本
現
代
詩

人
会
」
各
会
員
。
詩
集
に
「
け
だ
も
の
考

証
録
」
「
指
話
」
「
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
ラ

ブ
ホ
テ
ル
」
「
写
撃
者
」
「
罪
の
翻
訳
」

「
訴
え
る
手
」
等
。

　
「
壁
の
日
録
」
で
、
平
成
十
六
年
度

富
田
砕
花
賞
を
受
賞
。

エイジレス・ライフ実践者＆社会参加活動事例を募集

　内閣府では、エイジレス・ライフ(年齢にとらわれず自らの責任と能力において自由で生き生き
とした生活を送る)を実践している高齢のかた、また地域で社会参加活動を積極的に行っている高
齢者グループを募集しています。推薦の方法は、推薦書類(高年福祉課にあります)に必要事項を記入
し、３月18日(金)までに高年福祉課へご提出ください。

【エイジレス・ライフ実践者】 【社会参加活動事例(グループ等)】
　対象は、次のいずれかを実践している、おお
むね65歳以上のかたです。
①過去に培った知識や経験を活かし、高齢期の
　生活で社会に還元し活躍しているかた
②中高年から一念発起して、物事を成し遂げた
　かた
③壮年期において達成した地位や体面などにと
　らわれることなく、高齢期を新しい価値観で
   生き生きと生活しているかた
④自らの努力・習練等により、優れた体力・気
　力等を維持し活躍しているかた
⑤地域社会の中で、地域住民のリーダーやコー
　ディネーター的な役割を発揮し、生き生きと
   生活しているかた

　対象は、積極的な活動を通じ、社会とのかか
わりを持ち、生き生きと充実した生活を送って
いる、おおむね65歳以上のかたが中心となって
構成しているグループ等(10人以上)です。
《活動分野》
　①趣味
　②教育・文化
　③福祉・保健
　④健康・スポーツ
　⑤生活環境改善
　⑥地域行事、自治会
　⑦生産・就業(起業を含む)
　⑧安全管理
　⑨その他

問い合わせ　高年福祉課　138-2044

税のお知らせ 問い合わせ　課税課　138-2015

出国時の市税の納付について
　個人市民税・県民税は、毎年１月１日現在に
市内にお住まいのかたに、固定資産税・都市計
画税は毎年１月１日現在に固定資産(土地、家
屋、償却資産)をお持ちのかたに課税されます。
　出国される場合には、納税管理人選定等の手
続きが必要ですので、下記へご連絡ください。

◆個人市民税　課税課市民税担当　　  138-2016
◆固定資産税　課税課固定資産税担当  138-2017
◆納 税 相 談　収税課　　　　　　     138-2014
◆口 座 振 替　課税課管理担当　　     138-2015

軽自動車税の納付について
　軽自動車税は、毎年４月１日現在、軽自動車
(原動機付自転車を含む)をお持ちのかたに課税
されます。廃車・譲渡した場合や盗難にあった
場合、登録をそのままにしていると課税されま
す。市外へ転出される場合は、芦屋市で廃車の
手続きをし、転出先の住所地で登録する必要が
あります。海外へ出国される場合も廃車の手続
きが必要です。必要な書類を確認し、必ず登録
の変更・廃車等の手続きをしてください。
　なお、軽自動車税は年度途中で廃車されても
月割計算して還付する制度はありません。

国民年金の口座振替早収割引制度(早割)が４月スタート

　口座振替を利用し、毎月の保険料を納付期限(例．４月分保険料なら５月末日が納付期限)よりも
１カ月早く納めると、保険料が割引になる「口座振替早収割引制度(早割)」が４月からスタートし
ます。１年分・６カ月分保険料の前納についても、口座振替を利用すれば現金で前納するよりさ
らに割引かれます。この機会に、お得な口座振替をご利用ください。
　ご希望のかたは、預(貯)金通帳・届出印・年金手帳(または国民年金保険料納付案内書)を持って、
金融機関・郵便局・社会保険事務所でお申し込みください。(※３月中に社会保険事務所で処理する
必要がありますので、お早めに手続きをしてください。)

問い合わせ　西宮社会保険事務所　10798-33-1285

振替方法
①毎月納付(翌月末振替)
②１年分前納
③６カ月分前納
④毎月納付(振替早割)

振替日(振替日が休日の場合は翌営業日)
翌月末日(例．４月分保険料は５月末日に振替)
４月末日(４月～翌年３月分保険料)
４月末日(上半期分)／10月末日(下半期分)
当月末日(例．４月分保険料は４月末日に振替)

割　引
割引はありません
１年で  3,420円お得
６カ月で 930円お得
毎月　40円お得

口座振替で納付（現金で前納するよりもさらに割引）

　◆原動機付自転車(125CC以下)・小型特殊自動車 芦屋市役所課税課管理担当 138-2015
　◆軽自動車(二輪)・二輪の小型自動車 神戸運輸監理部兵庫陸運部 1078-453-1100
　◆軽自動車(三輪・四輪) 軽自動車検査協会兵庫事務所 1078-927-3648

2005 芦屋国際ファンラン
■日程　４月10日(日)　■コース　芦屋浜中央公園運動場～南芦屋浜特設
コース　■種目(対象)・スタート時間・参加費　①ファミリー３㎞(６歳以
上)・午前10時・1,000円／②男子・女子５㎞(12歳以上)・午前10時30分・
2,000円／③男子・女子10㎞(16歳以上)・午前11時10分・3,000円／④男子・
女子ハーフ(16歳以上)・正午・4,000円／⑤お花見ウォーク(12歳以上)・午前
８時30分・1,000円(ゼッケン引き換えは午前８時から各スタート１時間前
まで)　■申し込み　所定の申込書(市内公共施設・郵便局に配置)に必要
事項を記入し、参加料を同封の上「芦屋国際ファンラン係」へ

問い合わせ　スポーツ・青少年課　122-7910

問い合わせ　公民館　135-0700(〒659-0068 業平町8-24)

公民館音楽会

名曲コンサート

■日時　３月26日(土)午後１時30分～
３時　■会場　市民センター音楽室　
■出演　田中由也(バリトン)、大川真
由子(ピアノ)　■曲目　カルメンより
「闘牛士の歌」／レ・ミゼラブルより
「Stars」ほか　■参加費　500円　■申
し込み　往復はがきに、参加者全員の
氏名・住所・電話番号を記入し、３月
12日(土)＜必着＞までに下記へ

文化セミナー「芦屋とケーキと散歩道」

■日時　３月16日(水)午後１時30分～３時　■会場　
市民センター401室　■講師　徳島大学助手・三宅正
弘氏　■定員　先着100人　■申し込み　直接会場へ
　

お薦めの『わたしの散歩道』展

　芦屋川カレッジの受講生がまとめた「お薦めの散歩
道」。芦屋のまちの魅力を、再発見してください。
■会　期　３月９日～23日(火曜日休館)
■会　場　市民センター常設展示場


